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❶ 進路指導の難しさに関する調査

生徒の進路選択・
決定能力の不足

家庭・
家庭環境の悪化

教員の進路指導に
関する時間不足

（2006年はデータなし）

（％）

非常に難しいと感じている　　　やや難しいと感じている
難しいとは感じていない　　　その他　　　無回答

❷ 進路指導の難しさの要因 上位3項目
2010年　　　2008年　　　2006年

2008年

2006年

（％）

上
の
た
め
の
学
習
時
間
や
部
活
動
の
時
間
の
確

保
の
た
め
し
わ
寄
せ
が
き
た
り
、そ
も
そ
も
進
路

指
導
の
業
務
量
に
対
し
て
人
員
が
不
足
し
て
お

り
、そ
の
結
果
、余
裕
が
な
く
て
計
画
し
た
り
研

究
し
た
り
組
織
化
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
例
え
ば
セ
ン
タ
ー
試
験
ひ
と

つ
と
っ
て
も
応
募
書
類
の
下
書
き
チ
ェッ
ク
に
始

ま
り
、高
校
に
よ
っ
て
は
引
率
は
も
ち
ろ
ん
宿
泊

施
設
や
食
事
の
手
配
ま
で
、仕
事
内
容
は
多
岐

に
わ
た
る
。
2
0
1
1
年
度
上
半
期
、『
キ
ャ
リ

ア
ガ
イ
ダ
ン
ス・ネ
ッ
ト
』の
ク
リ
ッ
ク
数
第
１
位
は

『
教
育
ト
ピ
ッ
ク
／
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
聞

く　

教
え
て
！
「
日
本
の
教
師
の
忙
し
さ
」』。

先
生
方
が
最
も
実
感
す
る
悩
み
の
ひ
と
つ
は

「
多
忙
」で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

そ
こ
で
、今
年
度
の「
進
路
指
導
実
践
事
例
」

で
は
、進
路
指
導
の
業
務
を
円
滑
に
行
う
た
め

の
体
制
づ
く
り
や
校
内
外
の
連
携
事
例
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
く
。第
１
回
目
は「
校
内
連
携
の

た
め
の
体
制
づ
く
り
」。「
連
携
が
と
れ
な
い
」「
ど

う
工
夫
を
し
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」と
い
う

声
が
ほ
と
ん
ど
の
な
か
、先
生
方
の
業
務
を
効

率
的
に
す
す
め
、疲
弊
感
を
和
ら
げ
て
い
る
事

例
を
ご
紹
介
す
る
。
進
路
の
分
掌
以
外
の
先
生

も
当
事
者
と
し
て
巻
き
込
み
、時
に
は
思
い
き
っ

て
仕
事
を
ま
か
せ
る
こ
と
、ま
た
部
内
・
校
内
の

風
通
し
を
よ
く
す
る
こ
と
な
ど
が
、負
担
軽
減

の
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
だ
。

全国の進路指導主事への調査では、進路指導を難しいと感じている割合は９割以上。
そして、その中の６割以上が「時間不足」を難しさの要因のひとつに挙げています。
忙しい進路指導部の先生方の役に立つ情報を少しでも提供できれば、という思いから、

今年度は負担軽減のヒントになりそうな事例を集めてご紹介します。

取材・文／永井ミカ

校
内
の
風
通
し
の
よ
さ
が

先
生
方
の
疲
弊
感
を
和
ら
げ
る

　

左
の
図
❶
は
、全
国
の
進
路
指
導
主
事
の
先

生
方
に
進
路
指
導
の
難
し
さ
に
つ
い
て
聞
い
た

結
果
。「
非
常
に
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
」割
合

が
こ
こ
数
年
増
加
し
て
お
り
、「
や
や
難
し
い
と

感
じ
て
い
る
」割
合
と
合
わ
せ
る
と
、９
割
以
上
が

「
難
し
い
」と
感
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

図
❷
は
そ
の「
難
し
さ
」の
要
因
。１
位
が「
生

徒
の
進
路
選
択
・
決
定
能
力
の
不
足
」、２
位
が

「
家
庭
・
家
族
環
境
の
悪
化
」、そ
し
て
３
位
が

「
教
員
の
進
路
指
導
に
関
す
る
時
間
不
足
」だ
。

　

３
位
の「
時
間
不
足
」に
つ
い
て
は
、学
力
向

弊社「高校の進路指導・キャリア教育に関する調査」より
（調査対象：全国の全日制高校の進路指導主事）

図1　進路指導・キャリア教育に関する調査
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2学年主任（前進路指導部長）
堀 浩司先生

進路指導部長
杉原真也先生

Ａ先生
● 総合的な学習の時間の運営
  （学年主導分野あり）

B先生

● 進路LHR・進路講話等の
 企画・運営補助・調整・資料準備補助
● 模試にかかわる諸業務
● 接客補助、補習計画立案など（３年のみ）

各学年２人が進路指導部を兼任することで
進路指導部と学年団の連携をスムーズに

─滋賀・県立 守山高校─

普通科／1963年創立
生徒数／711人（男子332人、女子379人）
進路状況（2011年度実績）／大学87.4％、短大1.3％、
専門学校1.7％、就職0％、その他9.6％
滋賀県守山市守山3-12-34

 077-582-2289
 http://www.moriyama-h.shiga-ec.ed.jp

１
人
は
総
合
的
な
学
習
の
時
間

１
人
は
模
試
な
ど
の
担
当
に

　

０３
年
度
よ
り
併
設
型
中
高
一
貫
校
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
っ
た
守
山
高
校
。
２
年
生
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
核
に
総
合
的
な
学
習
の
時
間（
以

下
、総
学
）「
人
間
探
求
学
」を
行
う
な
ど
、〝
仕

掛
け
る
進
路
指
導
〞を
展
開
し
て
い
る
。

　

進
学
校
と
し
て
の
通
常
の
業
務
に
加
え
、総

学
や
進
路
Ｌ
Ｈ
Ｒ
な
ど
も
担
当
す
る
進
路
指
導

部
。
所
属
12
人
の
内
訳
は
６
人
の
専
任
と
各
学

年
２
人
ず
つ
の
進
路
係
だ
。
学
年
の
進
路
係
を

仮
に
Ａ
先
生
・
Ｂ
先
生
と
す
る
と
同
校
で
は
、左

の
表
の
よ
う
に
役
割
分
担
を
し
て
い
る
。Ａ
先
生

は
同
校
の
進
路
指
導
の
要
と
な
る
総
学
に
つ
い

て
進
路
指
導
部
と
協
調
し
て
学
年
を
引
っ
ぱ
っ

て
い
け
る
人
、Ｂ
先
生
は
模
試
な
ど
に
か
か
わ
る

業
務
を
緻
密
に
こ
な
せ
る
人
が
理
想
だ
。

　

教
員
が
負
担
を
感
じ
や
す
い
総
学
に
つ
い
て
、

「
進
路
指
導
部
か
ら
言
わ
れ
て
受
動
的
に
や
る
の

で
は
な
く
、学
年
団
の一
員
で
あ
る
Ａ
先
生
の
リ

ー
ド
の
も
と
能
動
的
に
展
開
す
る
こ
と
で
、担
任

の
先
生
方
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上
が
り
連
携
も

と
り
や
す
く
な
り
ま
す
」と
い
う
の
は
、進
路
指

導
部
長
の
杉
原
真
也
先
生
。Ａ
先
生
は
教
員
の

負
担
感
を
和
ら
げ
る
緩
衝
材
に
も
な
る
の
だ
。

進
路
指
導
部
長
は
要
所
要
所
の

重
要
ポ
イ
ン
ト
だ
け
を
伝
え
る

　

毎
週
の
総
学
に
つ
い
て
は
、進
路
指
導
部
長

と
進
路
指
導
部
専
任
の
総
学
係
、そ
し
て
Ａ
先

生
が
打
ち
合
せ
を
行
い
、Ａ
先
生
が
学
年
会
議

で
そ
の
内
容
を
伝
え
、各
担
任
に
具
体
的
な
指

示
を
出
す
。
必
要
に
応
じ
て
学
年
会
議
に
、人

間
探
求
学
の
管
制
塔
で
あ
る
進
路
指
導
部
専

任
の
総
学
係
の
教
員
も
出
向
く
。
こ
う
し
て
風

通
し
を
よ
く
し
、進
路
と
学
年
の
い
い
関
係
作
り

を
行
っ
て
き
た
。
進
路
指
導
部
長
と
Ａ
先
生
の

両
方
の
立
場
を
経
験
し
た
２
学
年
主
任
の
堀

浩
司
先
生
は
言
う
。「
Ａ
先
生
が
事
務
的
な
こ

と
だ
け
で
な
く
総
学
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
熱
い
思
い

も
学
年
団
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
ら
、『
や
ら
さ

れ
て
い
る
感
』は
解
消
し
ま
す
。
Ａ
先
生
に
主
導

権
を
も
た
せ
る
た
め
に
、進
路
指
導
部
長
が
あ

え
て
雑
用
を
引
き
受
け
黒
子
に
徹
す
る
こ
と

も
。一
方
で
部
長
は
、要
所
要
所
で
学
年
会
議
に

出
席
し
た
り
、生
徒
の
前
で
話
を
し
ま
す
。こ
う

す
る
こ
と
で
メ
リ
ハ
リ
が
つ
い
て
、重
要
な
ポ
イ
ン

ト
も
伝
え
や
す
く
な
る
の
で
す
」

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
進
路
と
学
年
の
い
い
関
係
が

築
け
て
い
る
同
校
。「
次
は
進
路
指
導
部
と
教

科
会
の
よ
り
よ
い
連
携
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い
き

た
い
」（
杉
原
先
生
）そ
う
だ
。

■ 進路指導部発行「今週の総学の連絡をします」

■ 学年の進路係の役割分担

総学について、進路指導部が毎週行うことをプリントにし、学年会議の前までに関
係する先生の机の上に配布。「せっかくの機会を自分のためのものにしよう！　チ
ャレンジだ！」など、進路指導部から伝えたいメッセージも盛り込んだ内容だ
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進路指導部長
平野淳也先生

連携概要 期待される効果

生徒に対する
個別キャリア
カウンセリング

リスクの高い生徒を教員がスケジ
ュールを組み、優先してキャリアカウ
ンセラー（以下CC）の面談を実施

・ 生徒が自己理解を深める機会
・ 生徒とCCの信頼関係が構築さ
れることにより、中退や卒業後の
継続した相談先を確保

進路相談スペースでの
フリー相談

予約制キャリアカウンセリングの空
き時間に、求人アドバイスなど生徒
の相談に対応

・ いつでも気軽に相談できる体制
の確保

・ 学内における生徒の健全なたま
り場づくり

長期欠席者への
家庭訪問

担任等とCCがペアで、長期欠席
生徒の家庭を訪問する

・ 家族と学校、CCの3者による支
援体制の構築

キャリア教育に関する
授業の連携

職業人の講話授業などにおいて、
CCが講師役となるほか、外部講師
のコーディネートを行う

・ 職業情報を得るほか、さまざまな
働き方や生き方を聞く

スポーツ交流会の実施
（08年・09年度のみ）

生徒と勤労青年とが本校体育館
にてスポーツを通じて交流する（CC
が勤労青年の参加を調整）

・ クラブ活動感覚で学校生活へ
の定着を深める（中退の防止）

・ 働いているお兄さん・お姉さんと
の交流を通じた職業意識の啓発

個人情報の共有

本校と外部支援団体との間に覚
書を交わし、生徒の個人情報の共
有に関するルールを明文化した覚
書締結

・ 中退や卒業後の継続した支援
体制の構築
・ 個人情報保護違反等のトラブ
ルの防止

養護教諭やキャリアカウンセラーと連携し
新しいキャリア教育を模索

─北海道・市立 札幌大通高校─

普通科（三部制・単位制）／2008年創立
生徒数／1040人（男子416人、女子624人）
進路状況（2011年度実績）／大学18％、短大5％、
専門学校29％、就職18％、その他30％
北海道札幌市中央区北2条西11丁目

 011-251-0229
 http://www.odori-h.sapporo-c.ed.jp（公式サイト）

 http://odori-cc.net/（学校広報サイト）

養
護
教
諭
と
担
任
の
連
携
か
ら

進
路
の
問
題
点
も
探
り
出
す

　

三
部
制
・
単
位
制
の
新
し
い
学
校
と
し
て
０８

年
度
に
開
校
し
た
札
幌
大
通
高
校
。
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
生
徒
を
支
援
す
る
高
校
と
し
て
、多
様

な
生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

同
校
は
、同
じ
く
三
部
制
の
東
京
都
立
稔
ヶ

丘
高
校
が
行
う
コ
ー
ピ
ン
グ
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
部
と
し
て
行
っ
て
い
る
。こ
れ

は
ス
ト
レ
ス
に
対
処
し
な
が
ら
人
間
関
係
ス
キ

ル
を
養
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。稔
ヶ
丘
高
校
に
視
察
に

行
き
協
力
を
仰
い
で
、規
模
を
縮
小
し
て
実

施
。
も
と
も
と
は
、稔
ヶ
丘
高
校
の
事
例
を
知
っ

た
養
護
教
諭
が
提
案
し
て
、従
来
実
施
し
て
い

た
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
代
わ
り
に
導
入
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
。

 
「
養
護
教
諭
と
担
任
や
進
路
指
導
部
は
連
携

を
密
に
す
る
べ
き
」と
い
う
の
は
、進
路
指
導
部

長
の
平
野
淳
也
先
生
。
同
校
で
は
、こ
の
例
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
養
護
教
諭
の
提
案
に
耳
を

傾
け
る
先
生
が
多
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱

え
る
生
徒
を
担
任
や
進
路
だ
け
で
は
対
処
で

き
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、養
護
教
諭
の
役
割
の

重
要
性
は
増
す
ば
か
り
だ
そ
う
だ
。
昨
年
度
か

ら
は
学
年
団
を
３
つ
に
わ
け
た
チ
ー
ム
と
養
護

教
諭
の
年
２
回
の
会
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
、問
題
を
抱
え
る
生
徒
を
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、そ
の
情
報
は
進
路
指
導
部
に
も
伝

え
ら
れ
る
。進
路
指
導
を
行
っ
て
い
る
だ
け
で
は

何
の
問
題
も
見
ら
れ
な
い
生
徒
の
、家
庭
内
の

問
題
点
の
早
期
発
見
、な
ど
と
い
う
効
果
も
こ

れ
ま
で
に
あ
っ
た
。

新
し
く
で
き
た「
保
健
支
援
部
」が

校
内
連
携
・
外
部
連
携
を
手
助
け

　

同
校
は
外
部
支
援
団
体
と
も
連
携
し
て
い

る
。
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
、養
護
教
諭
、担
任
、進
路
な
ど
が
う
ま

く
連
携
す
れ
ば
、生
徒
を
よ
り
よ
く
支
援
で
き

る
一
方
、多
く
の
人
が
か
か
わ
る
こ
と
で
校
内
の

体
制
は
複
雑
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、昨
年

か
ら
現
場
の
教
員
の
要
望
に
応
え
る
形
で「
保

健
支
援
部
」と
い
う
分
掌
が
誕
生
。
生
徒
支
援

に
か
か
わ
る
人
材
を
取
り
ま
と
め
る
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
的
な
役
割
を
果
た
す
。「
ど
の
よ
う
な
学

校
で
も
、生
徒
を
複
数
の
目
で
多
角
的
に
見
て

い
く
こ
と
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
進
路
指
導

部
と
し
て
も
保
健
支
援
部
と
日
常
的
に
連
携

し
、生
徒
が
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
け
る
よ
う
に

支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
」（
平
野
先
生
）。

■ キャリアカウンセラーなどとの校内連携体制
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進
路
に
関
す
る
行
事
は
進
路
指
導
部

が
行
っ
て
い
る
が
、そ
の
中
で
も
メ
イ
ン
と

な
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
企
画
は
教
務

部
で
担
当
し
て
い
る
。た
だ
し
、生
徒
の
進

路
先
と
し
て
進
路
指
導
部
が
日
ご
ろ
接

し
て
い
る
事
業
所
な
ど
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
先
と
な
る
の
で
、教
務
部
と
進
路
指
導

部
が
常
に
協
力
し
あ
う
必
要
が
あ
る
。
そ

の
こ
と
で
、結
果
的
に
連
携
が
と
れ
る
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
た
。

　
一
方
、分
掌
を
ま
た
ぐ
と
指
示
を
出
し

に
く
い
・
受
け
に
く
い
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト

を
感
じ
る
教
員
も
あ
り
、そ
の
解
消
が
今

後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

教務部がインターンシップを企画
進路指導部と連携して運営

山形県・公立高校

　

進
路
課
の
業
務
の
役
割
分
担
を
決
め

る
際
、ほ
と
ん
ど
の
仕
事
で
正・
副
担
当
の

２
人
制
に
し
て
い
る（
大
学
模
擬
授
業
や

勉
強
合
宿
な
ど
の
大
き
な
行
事
の
場
合

は
、正
１
、副
２
の
３
人
制
に
す
る
こ
と
も

あ
る
）。

　

こ
れ
ら
２
〜
３
人
の
担
当
者
は
な
る
べ

く
学
年
を
ま
た
ぐ
形
に
な
る
よ
う
に
割
り

当
て
一
緒
に
仕
事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

学
年
と
学
年
の
間
の
風
通
し
も
よ
く
な

る
し
情
報
交
換
が
密
に
な
る
。
ま
た
、進

路
課
経
験
の
な
い
教
員
に
も
正
を
担
当

さ
せ
、そ
の
際
必
ず
進
路
課
経
験
が
あ
る

教
員
を
副
で
つ
け
る
。

進路の各業務の担当者を
正・副の２～３人体制にする

静岡県・公立高校

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
た
と
き
、教
務
部
や
進
路

指
導
部
が
担
当
す
る
の
で
は
な
く
新
た

に
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
さ
ら
に
、教

員
の
負
担
の
軽
減
を
考
え
係
制
を
導

入
。
各
学
年
で
な
る
べ
く
若
い
先
生
や
勤

務
年
数
の
少
な
い
先
生
、企
画
に
関
心
を

持
っ
て
い
る
先
生
に
係
を
お
願
い
し
、小
論

文
係
、デ
ィ
ベ
ー
ト
係
な
ど
の
各
係
が
責

任
を
持
っ
て
実
施
案
を
作
成
し
、学
年
会

で
修
正
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
た
。

　

お
よ
そ
10
年
前
に
導
入
し
た
仕
組
み

だ
が
、そ
の
後
も
、学
年
ご
と
に
ア
レ
ン
ジ

は
あ
る
も
の
の
形
を
大
き
く
変
え
る
こ
と

な
く
運
営
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。

総合的な学習の時間は
分掌とは別の委員会で運営

鹿児島県・公立高校

　

職
員
室
と
廊
下
の
境
に
壁
が
な
い
。
教

員
が
業
務
を
し
て
い
る
す
ぐ
そ
ば
を
、生

徒
が
常
に
歩
い
て
い
る
よ
う
な
レ
イ
ア
ウ

ト
と
な
っ
て
い
る
。教
員
は
L
字
型
の
デ
ス

ク
に
座
り
、一
方
は
個
々
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
、

も
う
一
方
は
生
徒
や
保
護
者
と
の
面
談
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
も
使
わ
れ
る
。

　

ひ
と
り
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
が
あ
り
、面
談

な
ど
は
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
見
な
が
ら
行

え
る
の
で
効
率
が
い
い
。
ま
た
、面
談
中
に

ほ
か
の
先
生
に
相
談
す
る
な
ど
の
フ
レ
キ

シ
ブ
ル
な
対
応
が
で
き
る
。
研
究
室
や
準

備
室
が
な
い
の
で
教
員
は
す
べ
て
職
員
室

に
集
ま
る
こ
と
に
な
り
、情
報
交
換
も
ス

ム
ー
ズ
だ
。

壁のない職員室で
面談などもオープンに

北海道・公立高校

■ 連携・時短・効率化のために行っているひと工夫

● 配布物には目を引きやすいように簡単な案内をつける（茨城県・公立）
● 郵便物の開封・整理など単純な業務を一緒にやりながら伝達・引き継ぎを行
う（茨城県・公立）

● 情報共有のために進路指導部員も職員室に常駐（進路指導室には常駐し
ない）（岐阜県・公立）

● 校内サーバに業務伝達のためのマニュアルを用意し、毎年手直し・バージョ
ンアップしていく（静岡県・公立）

● 進路行事の写真はすぐに校内サーバにアップ。管理職が報告書を作成す
る際の時短につなげている（山形県・公立）

● 進路指導部に学科主任が複数人兼務している（福岡県・公立）
● ３年学年団と進路指導部が一体化（富山県・公立）
● 図書室を訪れる生徒に対し、司書教諭が独自に進路に関する情報提供を
行っている（愛知県・公立）

● 進路指導部員はいつでも校務運営委員会に出席し提案ができることにな
っている（福岡県・公立）

● 予備校等の研修に参加し、学年団、教科に情報を提供（大阪府・公立）

● 若手教員にも仕事をまかせ覚えてもらう（大阪府・公立）
● 学年主体で進路行事を行ってもらい、進路指導部の負担を軽減している
（広島県・公立）
● 図書室、保健室にも進路資料を配布し、司書や養護の先生と協力体制を
敷く（大阪府・公立）

● 進路と学年団で勉強会を開催（愛知県・公立）
● 高大連携は地域連携とあわせて渉外部に担当してもらっている（神奈川
県・公立）

● 教員１人１台のパソコンを活用。進路状況などはメール配信する（静岡県・
公立）

● 進路指導の流れを３年の担任から、１・２年生の担任に話してもらう機会を
設ける（静岡県・公立）

● キャリア教育を担当する委員会に、進路指導部と教務部を兼任する人材を
置く（岩手県・公立）

● 進学校勤務が初めての先生のために面談をオープンに。生徒に模試のグ
ラフを見せながら行う面談などを実際に見学してもらう（滋賀県・公立）

53


